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(Ｈ１３～１５）
①-7.5M大型貨客船岸壁嵩上げ

（Ｈ１６～１８）
②護岸（防波）嵩上げ
③消波ブロック設置

（Ｈ１６）
②荷捌き用地嵩上げ

（Ｈ１３～１５）
①-6.0M貨物船岸壁嵩上げ

三 池 港
沈下量 46 ㎝ 
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表 3.11 エンジン累計運転時間

ビル名

三宅ビル

阿古ビル

小手倉ビル

累積運転時間

2,449 時間 

2,585 時間 

2,613 時間 
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平成 12 年 6 月 29 日～ 30 日　NTT 三宅島営業所に P-MBS 設営



171



172



173



174



175



176



177



178

( )

( )



179



180

Ｄ 事業概要 

・ 平成 13 年 2 月 三宅島支庁等公的施設の使用を再開するため、当該施設の設備

の点検・調査を実施し、供給を再開 

・ 同年 5 月 復旧作業の強化に伴う作業用夜間常駐体制整備のため、当該施設の

設備の点検・調査を実施し、供給を再開 

・ 同年 7 月 復旧作業拡大に伴い、作業従事者に食事を提供する施設の設備の点

検・調査を実施し、供給を再開 

・ 同年 8月 島民の一時帰宅に向けた一般住宅の設備の点検・調査を実施 

・ 同年 11 月 三宅島全地域の設備の被害状況調査を実施 

・ 平成 14 年 5 月 ＬＰガス容器腐食状況調査、火山ガスにより腐食が進んだ容

器があることが判明 

・ 同年 8 月 残置された容器からガスを回収するため事前調査を実施 

・ 同年 9 月 坪田地区でＬＰガス容器の回収場所及び貯蔵場所の安全性を確認し

容器からガスを回収 

・ 同年 10 月 阿古地区でＬＰガス容器の回収場所及び貯蔵場所の安全性を確認し

容器からガスを回収 

・ 同年 11 月 伊豆、伊ヶ谷、神着地区でＬＰガス容器の回収場所及び貯蔵場所の

安全性を確認し、ガスを回収 

・ 平成 15 年 4 月から 9 月 滞在型一時帰宅時にあわせ、本格帰島に備えるため一

時帰宅した島民宅内の設備の被害状況調査。設備の多くが再使用できないこと

が判明 

・ 平成 16 年 7 月の三宅村の帰島方針を受け、平成 17 年 2 月からの島民の帰島に

備え、ＬＰガス設備復旧の準備を開始 

・ 平成 16 年 10 月からＬＰガス販売事業者は、基盤部門(建設、商店、民宿、公務)

等の従事者とともに先行帰島し、これらの施設の設備を復旧するとともに、現

地における準備を開始 

・ 平成 17 年 2 月から帰島した島民宅の設備を復旧し、安全に係る調査・点検を実

施した後、逐次供給を再開 

・ 平成18年 3月末で1,576世帯のＬＰガス設備の復旧が完了し、供給が再開((社)

東京都エルピーガス協会調べ） 
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